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が，混同は1例しか生じていない。基底構造ですでにくS状態〉〈Si密着性を失って〉がしつか
り認知されていることの証左といえよう。
　イク／クル／トオルでは，S4gでの回答で「すぐこちらヘイッてください」が2例あた。メモ
用紙か案内図でも相手に見せながらS、gを言っているイメージでも被験者は頭に描いたのであろ
う。
　S1～S56のうち，語彙の選択間違いが見られた28例は，語彙体系の構築にどのような影響を
与えるのであろうか。S、～S56の調査文に対して回答が正答の場合は正答語形を，誤答語形が
回答された場合は誤答語形で代表させて示すと，表4のようになる。その表4のデータを数量化
m類で分析（併用形のある場合は優勢形で代表させた）してプロット表示すると，図4を得る。
そして，表4から移動動詞12語と意味特徴との関係統合すると表5となる（AOは基底構造で行
為者または対象のどちらかが選択されることを表す略号とする）。さらに，表5をもとに12語を
クラスター分析して樹形図で表示すると図5である。構文構造レベルでの正答・誤答形と文法特
徴との関係をまとめたのが表6，そのデータを数量化m類で分析してプロット表示させたのが図
6である。
3、文イメージの個人差
　S2歩いて富士山に（アガル0／ノボル47）。
　S32時間かけて船が川を（アガル2／ノボル46）。複数1
　S57女は駅の階段をかけ（アガッていった37／ノボッていった15）。複数5
　上記S57ではノボルを選択する被験者（日本人も外国人も）が混在するのに，　S2では全員が
迷うことなくノボルを選択するのは，なぜか。S，の文を見たとき，歩いて富士山に上る行為が
必然的に行為者の隠避と汗と忍耐とを伴う行為であることを被験者は容易に表象化することがで
きるのに対し，S57では行動が抽象的にしか表現されていない。つまり行為者としての女がどの
くらいのスピードで階段を移動していくのか，手に重い荷物をいくつも持っているのか手ぶらな
のか，女は若いのか年輩者なのか，といった一切の具体情報の提示がなされていないので，駅の
階段を移動していく女の表象を描くのに，ためらいを伴う若干の時間がかかるのであろう。
　S、の場合でも，S57ほどには顕著ではないものの，語彙選択のばらつきが観察された。「2時
間かけて」「船で」という制限があるので簡単にノボルが選択されるところであるが，これらを
焦点化させずにくS，（時間をかけてゆっくり）〉という情報を受け止めて表象化させた被験者は，
無意識のうちに「船」を「舟」に置換させ，船頭が竿を操る舟が静かに滑るように川を上がって
いく，などと捉えたようである。
　人間の認知と表象と語彙の選択との間には，どの程度のバリエーションと相関性が存在するの
　！34
であろうか。このことを検証するため，S57「女は駅の階段をかけ（アガッていった／ノボッて
いった）」について被験者に認知の過程を答えてもらった。
　（ア）アガッていった37名／ノボッていった15名，複数5名。
　（i）女の年齢はいくつくらいか。　→15～19歳くらい3名，20歳くらい6名，21～25歳くらい
　　　29名，26～29歳くらい6名，30歳くらい3名。〈被験者たちは自分と同世代の若い女をイ
　　　メージしている〉
　（ウ）女は手に重い荷物を持っていたか，手ぶらだったか。　→持っていた40名，持っていない
　　　7名。持ち物はハンドバッグ19名，ショルダーバッグ10名，ボストンバッグ5名，大きい
　　　袋2名，手さげ袋2名，リュック1名，白い花束1名。
　（i）どのくらいの長さの階段か。　→3mくらい1名，5～9mくらい8名，10mくらい12名，
　　　11～15mくらい11名，16～20m　7名，30mくらい6名，50rnくらい2名。〈10～！5mはない
　　　と勢いよく駆け上がるイメージにならない〉
　㈲女は上から降りてくる人に軽くぶつかりながら勢いよく移動していったか。　→はい13名，
　　　いいえ34名。
　（カ）季節はいつ頃か。→1～3月が7名，4～6月！0名，7～9月5名，10～12月25名。〈表
　　　出力が弱いためか，被験者がごく最近のできごとを思い出したためか，調査時期と同じシ
　　　～ズンを回答する者が多かった〉
　上記の結果を見ると，被験者の頭に表象のすぐ浮かんでこない刺激（＝この場合は言語情報）
に対しては，無意識のうちに意味処理のための中間構造が顕在化して，意味の分節と構成要素の
選択を行い，その結果を命令情報として記憶弧に送るというような働きをしているらしいことを
思感させられる。その中間構造が存在するとすれぼ，（a）聴覚映像と記号ノリモノが結合した初期
構造と（b）構文の格配列に語彙が挿入された深層構造との中間にでも位置するのであろうか。
〈注〉
（1）　拙著『日本語語彙の研究』（武蔵野書院）平成8年ie月。基底構造の意味特徴は，今回の調査結
　果から帰納させ，一部設定し直した。
（2）　ここでいう〈対象O　bjective＞は，〈行為者A　gentive＞とともに構文にあらわれるときには最終
　的な構文上では対象格，また〈行為者Agelltive＞が存在しない構文で使われる場合には主格とし
　て生成される要素とする。
（3）　（AXO）はAか0のどちらかが選択されることを表す。
（4）表1の意味枠のいくつかについて，上記（1）での扱いを改めた。
（5）　日本語の動詞全体の基底構造に関する意味特徴を設定して論じる必要があるが，アガル・ノボル
　の基底構造を含め，今後の重要な課題である。
